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日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study: JAGES）の 2010－2013 コホ
ートデータを用いた。24市町村において公的介護保険制度における要介護認定を受けていない 65
歳以上の高齢者 85,161 に郵送調査を行い、返送のあった者のうち、日常生活に介護や介助を受け
ている者と小地域居住者を除外し、3 年間の要介護認定情報を追跡することができた 73,021 人お
よび 323 学校区を最終解析対象とした。要介護の発生は、公的介護保険制度における要介護認定
2 以上の発生と定義した。地域のソーシャル・キャピタルとして、323 学校区における市民参加、





男性は 34,051 人（平均年齢＝73.3 歳）、女性は 38,970 人（平均年齢＝73.8 歳）が最終解析対象
となった。追跡期間のうち（平均追跡期間＝2.7 年）、男性では 1,465 人（4.3%）に、女性では 1,519
人（3.9%）に要介護が発生した。マルチレベル Cox 比例ハザードモデルによる分析の結果、男性
にて、地域のソーシャル・キャピタルのうち社会的凝集性が高いほど、要介護の発生が少なく、













      
 










【方法】日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study: JAGES）の 2010－2013
コホートデータを用いた。24 市町村において公的介護保険制度における要介護認定を受けていない
65 歳以上の高齢者 85,161 に郵送調査を行い、返送のあった者のうち、日常生活に介護や介助を受
けている者と小地域居住者を除外し、3年間の要介護認定情報を追跡することができた 73,021 人お
よび 323 学校区を最終解析対象とした。要介護の発生は、公的介護保険制度における要介護認定 2
以上の発生と定義した。地域のソーシャル・キャピタルとして、323 学校区における市民参加、社




【結果】男性は 34,051 人（平均年齢＝73.3 歳）、女性は 38,970 人（平均年齢＝73.8 歳）が最終
解析対象となった。追跡期間のうち（平均追跡期間＝2.7 年）、男性では 1,465 人（4.3%）に、女
性では 1,519 人（3.9%）に要介護が発生した。マルチレベル Cox 比例ハザードモデルによる分析の
結果、男性にて、地域のソーシャル・キャピタルのうち社会的凝集性が高いほど、要介護の発生が
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